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清
水　

竜
太
郎	

�

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

質
問

介
護
保
険
制
度
は
、
自

治
体
が
運
営
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
昨
年
８
月
か
ら
の
一

年
間
で
、
介
護
認
定
の
結
果
通

知
が
介
護
保
険
証
の
有
効
期
間

内
に
出
さ
れ
な
か
っ
た
件
数
と
、

認
定
ま
で
に
要
し
た
平
均
日
数

を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
認
定
結

果
は
原
則
申
請
か
ら
30
日
以
内

に
通
知
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
遅
延
の
原
因
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

介
護
認
定
の
更
新
申
請

に
お
い
て
、
有
効
期
間
内
に
認

定
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
件
数
は
７
１
８
６
件
で
、

申
請
か
ら
認
定
結
果
を
通
知
す

る
ま
で
に
要
し
た
日
数
と
し
て

は
、
平
均
66
・
３
日
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
も
、
介
護
認
定
審

査
会
の
増
設
や
業
務
の
人
員
増

と
い
っ
た
対
策
を
講
じ
て
き
た

が
、
昨
年
８
月
以
降
、
認
定
有

効
期
間
の
制
度
改
正
に
起
因
す

る
、
更
新
申
請
件
数
の
急
激
な

増
加
に
十
分
に
対
応
で
き
な
か

っ
た
こ
と
が
、
遅
延
の
増
加
原

因
と
考
え
る
。

今
後
は
、
介
護
認
定
審
査
会

の
運
営
の
見
直
し
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
執
行
体
制
の
充
実

に
向
け
関
係
部
門
と
協
議
・
調

整
を
行
い
、
遅
延
件
数
の
削
減

及
び
遅
延
日
数
の
短
縮
に
努
め

て
い
く
。

図
書
館
シ
ス
テ
ム
統
合

利
便
性
の
向
上
を
図
る

北
橋　

節
男	

�

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

本
市
の
４
つ
の
市
民
図

り
組
み
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
注
視
し
、
よ
り
効

果
的
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

分
身
ロ
ボ
ッ
ト

学
習
支
援
等
に
活
用
を

原
田　

建	
�

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
藤
沢
）

質
問

自
然
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
分
身
ロ
ボ

ッ
ト
「
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
」
を
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
学
習

支
援
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
見
解

を
聞
き
た
い
。

答
弁

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ

の
学
習
支
援
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ

き
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

「
授
業
に
参
加
し
た
い
」「
学

び
た
い
」と
い
う
不
登
校
児
童
・

生
徒
に
と
っ
て
は
、
分
身
ロ
ボ

ッ
ト
の
活
用
は
学
習
支
援
の
一

つ
に
な
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

個
人
情
報
管
理
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
の
整
備
等
の
課
題
に
つ

い
て
検
証
し
て
い
く
。

質
問

育
児
休
業
、
介
護
休
業

を
取
得
し
て
い
る
職
員
や
障
が

い
の
あ
る
職
員
な
ど
が
、
分
身

ロ
ボ
ッ
ト
を
テ
レ
ワ
ー
ク
に
活

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

在
宅
で
も
職
場
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る

な
ど
の
理
由
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー

ク
を
行
う
際
に
分
身
ロ
ボ
ッ
ト

を
活
用
す
る
企
業
が
ふ
え
て
い

る
。
本
市
で
は
、
働
き
方
改
革

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
今
年
度

中
に
試
行
す
る
予
定
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
証
を

行
い
、
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用

に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

も
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
は
、
地
域
・
社
会
か
ら

の
支
え
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
地
域
の
方
に
は
、

組
ん
で
い
る
。
本
市
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
財
政
的
支
援
を
行
っ
て

い
る
一
方
、
困
難
を
抱
え
る
子

ど
も
た
ち
の
未
来
は
地
域
全
体

で
支
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
基
金
や
寄
附
制
度
の
創
設

ま
た
、
本
市
の
図
書
館
は
、

各
市
民
図
書
館
と
各
市
民
図
書

室
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い

つ
つ
、
一
体
的
な
運
営
に
よ
り

市
内
全
域
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
こ
と
が
最
大
の
特
長

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
全
て

の
人
が
、
学
び
や
活
動
の
拠
点

と
し
て
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
利
用
が
で
き
、
人
生
を
豊

か
に
す
る
た
め
の
図
書
館
と
な

る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

基
金
等
の
制
度
創
設
を

杉
原　

栄
子　

	
�

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

質
問

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と

し
て
、
他
市
で
は
基
金
を
創
設

し
、学
習
支
援
や
子
ど
も
食
堂
、

学
習
塾
代
の
助
成
な
ど
に
取
り

書
館
と
11
の
市
民
図
書
室
は
利

用
方
法
が
異
な
り
、
利
用
し
づ

ら
い
と
の
声
が
あ
る
。
同
じ
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
検
索
・
貸
し

出
し
す
る
こ
と
で
利
用
者
は
ふ

え
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
聞
き
た
い
。

ま
た
、他
市
で
は
生
涯
学
習
、

市
民
活
動
、
青
少
年
活
動
等
の

支
援
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
図
書

館
も
あ
る
が
、
本
市
の
図
書
館

の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

答
弁

現
在
、
市
民
図
書
館
で

使
用
し
て
い
る
図
書
館
情
報
シ

ス
テ
ム
を
市
民
図
書
室
へ
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
方
法

の
一
本
化
や
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

よ
る
利
便
性
の
向
上
、
開
室
時

間
の
延
長
な
ど
が
図
れ
る
こ
と

か
ら
、
費
用
面
も
含
め
検
討
し

て
い
く
。

一

質
般

問

主

質

と

弁

な

問

答

東
木　

久
代	

�

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

高
齢
者
の
移
動
支
援
は

今
後
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

交
通
体
系
の
再
構
築
が
必
要
と

考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

ま
た
、
他
市
の
介
護
事
業
者

が
導
入
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
を
搭
載

し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
送
迎
車
に
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
高
齢
者
の
移
動

低
賃
金
と
長
時
間
・
過
密
労
働

な
ど
の
労
働
環
境
に
よ
り
、
深

刻
な
人
手
不
足
に
陥
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
事
業
所
へ
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
や
市
独
自
の
対
策
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
聞
き
た
い
。

答
弁

平
成
29
年
度
に
実
施
し

た
事
業
者
調
査
で
は
、
従
業
員

不
足
の
理
由
と
し
て
は
「
職
員

の
採
用
が
困
難
」
と
す
る
回
答

が
最
も
多
く
、
そ
の
原
因
は

「
賃
金
の
低
さ
」
や
「
仕
事
の

き
つ
さ
」
が
多
か
っ
た
。
介
護

人
材
の
確
保
、
定
着
に
向
け
た

市
独
自
の
施
策
と
し
て
は
、
介

護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
料
の

助
成
や
、
介
護
の
し
ご
と
相
談

会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
を
運
営

す
る
法
人
に
対
し
、
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
の
導
入
支
援
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
一
方
、国
や
県
で
は
、

介
護
未
経
験
者
に
対
す
る
入
門

研
修
や
、
外
国
人
な
ど
の
多
様

な
人
材
の
参
入
を
促
進
す
る
取

ま
た
、
効
果
的
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
す
る
た
め
に
、
例
え

ば
、
検
診
に
行
か
な
い
市
民
の

心
理
を
理
解
し
た
上
で
、
行
動

の
変
容
を
促
す
、
い
わ
ゆ
る
ナ

ッ
ジ
理
論
を
取
り
入
れ
る
先
進

自
治
体
が
あ
る
が
、
本
市
で
も

こ
の
理
論
の
研
究
を
進
め
な
が

ら
、
具
体
的
な
仕
掛
け
を
検
討

し
て
い
く
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、

市
民
に
有
益
な
行
動
を
促
す
仕

掛
け
を
研
究
し
、
そ
の
結
果
を

庁
内
横
断
的
に
共
有
し
、
取
り

入
れ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

介
護
人
材
の
確
保

市
独
自
の
対
策
を

土
屋　

俊
則	

�（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
介
護
施
設
で
は
、
ベ
ッ

ド
が
あ
い
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
人
手
が
足
り
な
い
た
め

に
入
所
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
状
況
が
あ
る
。介
護
現
場
は
、

市
民
の
市
政
参
画
促
進

ナ
ッ
ジ
理
論
の
活
用
を

桜
井　

直
人	

�

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

地
域
の
活
性
化
に
は
、

市
民
の
市
政
参
画
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
全
て
の
事
業
に
共

通
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ

れ
ば
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、

市
民
の
市
政
理
解
も
進
む
と
考

え
る
。
ま
た
、
他
市
で
は
ナ
ッ

ジ
理
論
を
用
い
た
政
策
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
が
ん
検
診
の
受

診
率
を
向
上
さ
せ
た
事
例
が
あ

る
が
、
こ
の
理
論
を
活
用
し
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
心
理
的
要

素
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

市
民
の
市
政
参
画
を
よ
り
強
く

促
せ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

市
民
が
健
康
増
進
、
地

域
活
動
、
環
境
貢
献
活
動
な
ど

に
取
り
組
む
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

を
支
え
て
い
る
。
交
通
空
白
地

を
抱
え
る
本
市
に
お
い
て
も
有

効
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

聞
き
た
い
。

答
弁

こ
れ
ま
で
も
地
域
と
連

携
し
、
バ
ス
路
線
の
新
設
に
よ

る
利
便
性
の
向
上
や
、
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
よ
る
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
今
後
も
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
新
た
な
交
通
手

段
の
導
入
と
い
う
視
点
を
も
ち
、

さ
ら
な
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
拡

大
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
を
用
い
た
シ
ス
テ
ム

や
民
間
送
迎
を
活
用
し
た
新
た

な
仕
組
み
を
交
通
空
白
地
へ
導

入
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
新
た
な
交
通
手
段

と
し
て
期
待
で
き
る
。一
方
で
、

タ
ク
シ
ー
の
運
行
は
市
全
域
を

サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
し
て
い
る

た
め
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
と
競
合

す
る
な
ど
の
課
題
が
大
き
い
と

考
え
て
い
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

実
現
可
能
な
目
標
を

松
下　

賢
一
郎	

�

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

藤
沢
市
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標

は
、
令
和
４
年
度
ま
で
に
40
％

削
減
す
る
と
し
て
い
る
が
、
達

成
は
可
能
で
あ
る
の
か
聞
き
た

い
。

答
弁

直
近
の
値
で
あ
る
平
成

28
年
度
の
実
績
と
し
て
は
、
基

準
年
の
平
成
２
年
度
に
対
し
、

約
24
・
６
％
の
削
減
と
な
り
、

目
標
達
成
は
若
干
高
い
ハ
ー
ド

ル
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問

目
標
達
成
は
極
め
て
困

難
な
状
況
と
考
え
る
。
国
で
は

実
現
可
能
な
目
標
と
し
て
、
令

和
12
年
度
ま
で
に
平
成
25
年
度

こ
れ
ま
で
も
子
育
て
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
、
地
域
子
ど
も
の
家
で
の
見

守
り
活
動
な
ど
、
子
ど
も
や
子

育
て
家
庭
へ
の
支
援
活
動
に
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
。

現
在
本
市
で
は
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
に
関
す
る
実
施
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

新
た
な
基
金
や
寄
附
制
度
を
活

用
し
、
計
画
に
位
置
づ
け
た
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
は
有
用
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
広
く
地
域
・
社
会
か

ら
の
支
え
を
得
る
た
め
に
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活

用
す
る
こ
と
な
ど
も
、
一
つ
の

方
法
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

既
存
基
金
の
活
用
を
含
め
、
基

金
・
寄
附
制
度
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

比
で
26
・
３
％
削
減
す
る
と
し

て
い
る
。こ
の
目
標
を
踏
ま
え
、

本
市
の
目
標
も
見
直
す
べ
き
と

考
え
る
が
、見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

本
計
画
は
令
和
４
年
度

ま
で
の
計
画
と
し
て
お
り
、
改

定
作
業
を
令
和
３
年
度
か
ら
始

め
る
予
定
で
あ
る
。
改
定
に
当

た
っ
て
は
、
国
が
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
率
や
省
エ

ネ
実
施
率
の
向
上
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
に
よ

り
、
現
在
の
目
標
を
掲
げ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
目
標
も

国
の
目
標
を
踏
ま
え
た
も
の
に

見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
市
民
・
事
業
者
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
・
大
学
等
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
実
現
可

能
で
達
成
感
が
得
ら
れ
る
目
標

を
設
定
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

介
護
認
定
の
更
新
手
続
き

審
査
会
運
営
の
見
直
し
や
執
行
体
制
の
充
実
を
図
る

有
効
期
間
内
に
認
定
で
き
ず

新たな交通手段を検討

民 間 送 迎 の 活 用
高齢者の移動支援

新たな交通手段として期待される民間送迎

学びや活動の拠点を目指す＝総合市民図書館

不登校児童・生徒への学習支援として期待される分身ロボット

⑷


